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テ ニ ソ ン と 海
小 野 慶 子
テニ ソンは生涯 を通 じて海 を愛 し,ケ ンブ リッジ時代 には,厂 自分は ど
うい うわけ か地水 火風 の 中で水 を最 も好む」 と語 り,ま た 「とにか く水は
僕のm好 きな ものだofと言 っていた。彼 の詩 の 中に は海 の描写が 多 く,
"SeaPoet"とも言 わ れた が
,テ ニ ソンに限 らず古代 か ら現代 に至 るまで
海 は度 々文学 の 中にQ場 して くる。 ロマ ン派の時代 を考 えてみて も,コ ウ
ル リツジの"TheAncientMariner';バイ ロンの('hildHarold'sPilgrimage
などの作 品が あ'り,W.H.Audenはその著 書TheEnchafedFloodの中で
ロマ ン主義 の海につ いて論 じて いる。テニ ソンは ロマ ン派 の影 を色 濃 く残
しなが らヴ ィク トリア朝詩 人 として生 きたが,テ ニ ソンの いわゆ るSea
Poemsにつ い て,年 代 を追 い なが ら主な作 品の海の イメー ジを考 えてみ
た い。
ご く初期 の1830年に書か れた"TheMemlan"と その対 にな っている
"TheMermaid"は
,共 に海 の底 の世 界 を夢見 る ような調子 で描 い た作 品
であ る。
mermanは,海 の 中で 人魚 の 乙 女 を追 いか け て戯 れ るこ とを歌 い,そ
の世 界 は次の よ うに描 かれて いる。
柔か い水草 の上 に身 を横 た えるmermanの 世 界は,甘 い悦 楽 に満 ちて い
る。
海の底へ と誘 いこむ ようなmermaidの歌は"Lowadown,lowadown"
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 ... the pale-green sea-groves straight and high 
                 "The Merman"
, II. 14 
Under the hollow-hung ocean green! 
Soft are the moss-beds under the sea; 
                Ibid., III. 15-16
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を繰 り返 し,彼 女の住 む世 界 もmermanの世 界 と似 て い る。
両方 とも海は甘 く幻 想的 で倦怠 的で もある。御 伽の 国 を歌 ったよ うなこ
の二つ の詩 は現 実の世 界か ら離 れてお り,日 常 の煩わ しい ことか ら遠 ざか
って空想 の世 界に遊 ぶテ ンソンの姿 を想像す るこ とが で きる。
1832年詩集 に収め られ た"TheLotos-Eaters"1まホーマ ーのTheOdyssey
の 中か ら題材 が とられてお り,Iotos-1andに上陸 した水夫 た ちは蓮 の実に
酔 い しれて故郷 に帰 るこ とを忘 れて しま う。 海辺 に寝 そべ って悦楽 に酔 う
この水夫 た ちを,D.Bushは,ギ リシャ時代 のごつ ごつ して頑 丈 な体 つ き
の食べ物 に飢 えた荒 っぽ い水夫 では な く,自 然 をデ リケー トに観察 し時代
の倦怠 を分析 す る大学 出の詩 人であ る1)と述べ て いるが,テ ニ ソンは この
水夫た ちを通 して現実 か ら逃 れて 日々の苦悩 を忘 れて安逸 に過 ご した い と
い う逃避的 な感 情 を歌 ってい る。
lotosの実 のな るこの島に は楽園の イメー ジがあ り,Audenの 「ひそや
かな愉悦に満 ちた無心 の楽園 に対す る同様の郷愁 は,す べ ての ロマ ン主義
者に共通す る もので ある」2)とい う言葉 を考 えあわせ てみ る と,こ こに ロ
マ ン派の影響 をみ るこ とがで きる。この島か ら眺 め る海 は静か で物憂 く,
水夫 た ちを甘 い まどろみへ と誘 う。
水夫 た ちは,危 険な海に乗 り出 してい くこ とに憎 しみ さえ覚 え る。
In the purple twilights under the sea; 
In the branching jaspers under the sea; 
In the hueless mosses under the sea 
             "The Mermaid"
, III. 14, 17, 19
Most weary seemed the sea, weary the oar, 
Weary the wandering fields of barren foam 
              "The Lotos -Eaters" , 41-42
Hateful is the dark-blue sea 
Death is the end of life; ah, why 
Should life all labour be? 
... Is there any peace
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1neverclinginguptheclimbingwave?
"TheLotos-Eaters",ChoricSongIV.1-4&11-12
そ し て 岸 辺 で た だ 波 の 音 を 聞 き な が ら 海 を 眺 め て い る だ け で レ{い と思 う 。
Onlytohearandseethefar-offsparklingbrine,
Onlytohearweresweet,stretch'doutbeneaththepine.
Ibid.,VII.11-12
こ の 気 怠 い 雰 囲 気 は 最 後 ま で 続 き,水 夫 は
...wewillnotwandermore.
Surely,surelyslumberismoresweetthantoil,theshore
Thanlabourintheocean,androwingwiththeoar.
Ibid.,VIII.42-443>
と歌 っ て 詩 は 終 わ る 。
こ の 詩 の 中 に は 深 刻 さ は 感 じ ら れ ず,若 者 に あ りが ち な 甘 っ た る い 厭 世
観 を 歌 っ た だ け の よ う に も 思 え る 。
次 に,先 の"TheLotos-Eaters"とよ く比 較 さ れ る 対 照 的 な 詩"Ulysses"
に つ い て 考 え て み る と,こ の 詩 もや は り 同 じ くTheOdysseyから そ の 題 材
を 得 て い る が,ユ リ シ ー ズ の 行 動 は む し ろ ダ ン テ のThe1}ivineComedy
に 由 来 し て い る と一 般 に 指 摘 さ れ て い る 。1833年に 親 友 ハ ラ ム が 急 死 ・し,
そ の 後 間 も な く し て 書 か れ た こ の 作 品 に 対 し て テ ニ ソ ン は,"Ulysses,was
writtensoonafterArthurHallam'sdeath,andgavemyfeelingabout
theneedofgoingforward,andbravingthestruggleoflife..."4)と
語 っ た と い う 。 友 を 失 な っ た 悲 し み を 克 服 し て 人 生 を 生 き ぬ こ う とす る 積
極 的 な 態 度 を歌 っ た も あ で あ り,"TheLotbs-Eaters"の逃 避 的 態 度 と の
著 し い コ ン トラ ス トは 詩 人 の 持 つam-bivalenceから 来 る も の で あ る と考
え ら れ て い る が,そ の 一 因 と し て,"Ulysses"には 詩 人 と し て,ま た 社 会
の 一 員 と し て の 強 い 自覚 と 使 命 感 が 織 り込 ま れ て い る と い う こ と が あ る 。
上 に 挙 げ た テ ニ ソ ン 自 身 の コ メ ン トに 対 し て,W.W.Robsonは,個 人 の
privateな悲 し み と責 任 あ る 社 会 人 と し て の 意 識 が 接 合 し て い る5)と 述 べ
て い る 。
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老将ユ リシーズの夕暮れの出発の場面は,
The lights begin to twinkle from the rocks: 
The long day wanes: the slow moon climbs: the deep 
Moans round with many voices. 
                  "Ulysses"
, 54-56
と描か れて お り,テ ニ ソンは海 を擬 人化 して波 の音 を声 にた とえて い るが,
その声 はユ リシー ズの心 を活気づ け励 まして いるかの よ うであ る。 そ して
ユ リシー ズは部 下た ちに向か って次 の ように力強 く呼びか け る。
老 いて なお新 たな 冒険 を求 めて未知 の国へ と旅立 って い くユ リシー ズは
生 に執 着 してお り,"lwilldrinklifetothelees"く"Ulysses",6・7)と語 る
が,こ こで死 に対 すす る考 え方 を見 てみ る と,ユ リシー ズは,
と述べ てお り,死 の先 には何 も見 ていないかの よ うで ある。波に呑 まれて
沈 むか もしれない,或 は幸せ の島 に辿 り着け るか もしれ ないが,と にか く
日の沈 む向 こ うの果て まで も舟 を押 し進 めて いこ うとして お り,あ くまで
現世 での何か を求 め得 よ うとして い る。E.J.Chiasonもその"Ulysses"
論 の中で,ユ リシー ズはimmortaIityには全 く興 味が な く拒絶 さえ して
いる6)と述べ てお り,こ の詩 には信仰 が感 じられ ず,死 か ら目を背け てい
るか の ように見 えるユ リシー ズの 目の前に は新 しい船 出が あ るだ けで魂 の
救 いはない 。先 に見 た"TheLotos・Eaters"の中に も"Deathistheend
oflife"(ChoricSonglV.2)とい う言葉 があ り,こ ち らの方 は,"ah,why
/Shouldlifealllabourbe?"と続 き,ユ リシー ズ とは反対 の人生態度 を
Push off, and sitting well in order smite 
The sounding furrow: for my purpose holds 
To sail beyond the sunset, and the baths 
Of all the western star, until I die. 
                Ibid., 58-61
Death closes all, but something ere the end, 
Some work of noble note, may yet be done, 
                Ibid., 51-52
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表 わ して い るの ではあ るが,死 ぬ こ とで何 もか も終 わって しま っとい りと
ころで一 致 している。,.
一 方で は楽 園の島に辿 り着 いて極 楽の よ うな暮 ら しに我 を忘れ る ことを
歌 い,他 方で は陸 で休 む こ とをせ ずに最後 まで進み 続け よ うとす ることを
歌 ってい るが,海 の イメー ジ もそれに合 わせ て 眠気 を誘 う穏やか な さざ波
であ った り志気 を上 げ るよ うな騒 が しい波立 ちであった りして詩 の雰囲気
を盛 り上 げ るのに役 立 ってい る。そ して海 は楽 園の島 をと り囲 む甘 い砦 と
して,ま た未知 の世 界 との問に横 たわ る もの としての役 割 を与 え られて い
るが,・内面に までは迫 ってこない。現世 の快 楽 に酔 い しれ たい と思 うテニ
ソ冫 も,友 を失 くした悲 しみか ら早 く立 ち直 って強 く人生 を歩 もう と決心
す るテ ニ ソン も,そ の眼 は専 ら現 実世 界に向け られてお り,根 本的 な魂 の
安 らぎは まだ見出 していない。
1834年の春作 られ た"Break,Break,Break"は,岩に当 た っ ては砕 け
る波の動 き を見なが らハ ラムの こ とを思 って嘆 き悲 しんだ詩 であ るが,強,
い社 会意識 をま とってい る"Ulysses"に・比 べ て,テ ニ ソン は短 い行 数 の
中で 自分 の悲 しみ を卒 直に歌 って いる。
Break, break, break, 
 On thy cold gray stones, 0 Sea! 
And I would that my tongue could utter 
 The thoughts that arise in me. 
 0 well for the fisherman's boy, 
 That he shouts with his sister at play! 
 O well for the sailor lad, 
 That he sings in his boat on the bay! 
And the stately ships go on 
 To their haven under the  hill; 
But 0 for the touch of a vanish'd hand, 
 And the sound of a voice that is  still!
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Break, break, break, 
 At the foot of thy crags, 0 Sea! 
But the tender grace of a day that is dead 
 Will never come back to me.
悲 しみに身を任せ るテニソンは心の持って行 き場 もなく,"Break,
break,break"と波に向かって叫ぶ。この荒れ る海はテニソンの嘆き狂う
胸の内に同化 しており,その風景はそのまま彼の心情を表わしていると言
える。このように自然 を客観的に描写す るだけに止まらず,そ の中に作者
の感情 を移入 した心象風景 として描 くことはロゆン派の時代 に盛んに行な
われ,ま たG.Bachelardも「怒れ る元素の生 と不幸な意識の生 との間に
は照応が存在する」7)と述べている。
寄せては返 し止むことのない波の永遠のエネルギーに比べると人間の生
命はあまりにあっけな く終わって しまう。思いもかけなかった友の突然の
死はテニソンに人の生のはかなさを思い知 らせるのに充分であった。二連
に出てくる少年 も青年 も死の悲 しみなどまるで知 らないかのように無邪気
に陽気にこの世 の生 を楽しんでいる。その声 を聞いてテニソンは失なわれ
た友の手の暖み ともう語ることのない声を思い起こし,そ の楽 しげな姿 を
羨 ましく思 う。愛する人の死の悲 しみに浸るテニソンの心には少しの安 ら
ぎもない。
テニソンはここまでもまた海を擬人化 してお り,今度は"OSea!"と海
に向かって呼びかける。自然 を擬人化 して呼びかけるということはロマン
派以降の英詩の特色でもあるが,"Ulysses"の時はただ目の前で立ち騒い
でいただけの海にこうして呼びかけることによってテニ ソンは海の内面に
一歩近づいたかのように見える。が今はまだ海は激しい力 をぶつけるだけ
で魂 を救 っては くれない。
1850年に出版されたInMemoriamは,ハラムを失なった時の嘆 きか ら
立ち直って遂には平安 を見出す という詩人の魂の遍歴 を折に触れて歌った
ものである。初めは絶望に沈むばか りで信仰にも疑惑 を抱いたテニソンで
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あ ったがimmortalityを信 じる こ とに よ っ て友 の霊魂 不滅 を確 信す るに
至 り,そ こで初 めて 自分 の魂 も安堵 を見 出す。
この詩 は悲痛 の場 面か ら始 まるので あるが,亡 友 の遺骨 を乗せ た船 はイ
タ リア(実 際 はオー ス トリア)を 出発 して イギ リスへ と戻 って くる。 テニ
ソンはそ の航 海が友 の眠 りを脅かす こ とな く順調 に運ぶ こ とを願 って 止ま
ない。 とい うのは,友 が 波に さらわれ るこ とな く大地の 中に葬 られ るこ と
を願 って いるか らでもある。
殉
そして心配のあまりテニソンの魂は体 を抜け出して遠 くハラムを乗せ た船
のいる南の海へ と飛んでいき1しば らく船の上に止まった後にまた引き返
す。(lnMemoriamXII)この ように,友 の遺体 を海が奪 い取ってしまわ
ないようにと祈るテニソンの心は揺れ動 く。
霊魂についていろいろと思索 を巡 らせ,魂 の永遠を信 じるようになった
時テニソジは死や疑惑が波を越えた向うへ飛び去 っていくように と願 う。
ここで彼は海の彼方に平安 を見出して`Peace'という言葉 を口にす る。
海はテニ ソンに慰さめ を与えて くれるようにな り,故園 を去 る前夜に見
た夢の中では海は永遠の世界となっている。テニ ソンは大海に流れ注 ぐ河
のほとりにお り,友の霊が形 を取 って現われた時に海からの使者が来て彼
            ... sweeter seems 
To rest beneath the clover sod, 
That takes the sunshine and the rains, 
Or where the kneeling hamlet drains 
The chalice of the grapes of God 
              In Memoriam, X. 12-16
     ... till Doubt and Death, 
Ill brethren, let the fancy fly 
From belt to belt of crimson seas 
On leagues of odour streaming far, 
To where in yonder orient star 
A hundred spirits whisper  'Peace' 
             In Memoriam, LXXXVI. 11-16
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を小舟 に乗せ て河 を下 って い く。や がて大 海に出 る と,船 を乗 り換 えて,
巨大 な姿 にな った亡友 と一緒 に船 出 して い く。(lnMemoriamCIII)ユリ
シー ズの ような海 の向 うに何 か を求め ての旅 立 ち とは違 って,海 その もの
に限 りな い安 ら ぎを感 じてい るかの よ うであ る。神 の摂理 を信 じる こ とに
よって初 めて魂 が救 われ,友 の霊魂 の不 滅 を確 信 で きたテニ ソンは天 国で
再 び友 と会 える ことを楽 しみに思 い,以 後は深 い信仰 に支 え られて生 きて
い くよ うになる。それ と共 に彼 は海 の永遠の 中に神 の イメー ジ と重 なる も
の を見 るよ うにな る。
1861年か ら62年にか けて書か れた"EnockArden"の中では海 と神 がは
っき りと重 なって いる。 イノ ックは,船 出の前 に残 して い く妻 に向か って
次の よ うに言 う。"...theseaisHis,/TheseaisHis:Hemadeit1"
("EnockArden",225-226)この`His'はGodを 指 してお り,海 は神 の造
った ものであ るのだか ら櫓 を意の ままに操 るのは神 の御手 であ る とイ ノッ
クは考 え,神 の決め た運命 に身 を委ね る。イ ノックの乗 った船 は南 の海 で
嵐 に遭 って沈み,イ ノ ックは孤 島 に漂着 して長い時 を送 る。や っ との思 い
で故郷 に帰 って みれば,妻 は他の 男 と結婚 してお りイ ノッ クの行 き場所 は
ない。妻の前 に姿 を現 わす こと もせ ず,ひ っそ りと死 を迎 えるイ ノッ クに
海か らの呼 び声がかか る。"Therecamesoloudacallingofthesea."
(Ibid.,909)そして イノ ックは"Asai1!asai1!"と叫び なが ら死 ん でゆ き,
そ の魂 は彼岸 に向け て最 後の船 出 をす る。生 きてい る間 に死 よ りも辛 い苦
しみ を味わ った イノ ックの魂 は,神 の御 元に迎 え られて救 われ る。
次 に,1869年に作 られ た"TheComingofArthur"では,海 が生 まれ
て くる前の世 界 と死後 の世 界 とを同時に表 わ してい る。
 ` Sun
, rain, and sun! and where is he who knows? 
From the great deep to the great deep he goes.' 
             "The Coming of Arthur"
, 410-411
ま た 同 時 期 に 書 か れ た"ThePassingofArthur"の 終 わ り に も,"From
thegreatdeeptothegreatdeephegoes."(line435)と同 じ言 葉 が 出 て
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くる8)。テ ニ ソンはアーサー王 に友ハ ラムめ姿 を重 ねて い ると言わ れてお
り,ア ーサ ー王即 ちハ ラム はgreatdeepからや って来 て またgreatdeep
へ と帰 って い くの で あって,魂 に 死 はな くただ生 まれて きた所へ戻 って
い くだけ なのだ と信 じるこ とはテニ ソンに大 きな慰 さめ をもた らしてい る。
そ うして 年 を重 ねたテニ ソ ンはや がて 自分 の死の近づ いて きたこ とを思
うように な る。 晩年 にな って書かれた"MerlinandtheGleam"(1889年
作)は,老 魔 術 師マ ー リンの 回想 をテ山マ に した もの であ るが,テ ニソ ン
はマー リンの 口 を借 りて 自分 の詩 人 としての人生 を振p返 って いる。テニ,
ソンが 自 ら"thehigherpoeticimagination"9)と定義 したGleamに導 び
かれてマー リンは と うとう陸 の果て まで来 る。現世 と来世 を隔 てる境 界で
もあ る岸辺 に来 たマ ー リンに残 されて いるのは喜ん で死 ぬ こ とだけ であ る。
これ か ら先 もず っとGleamを 追 って いこ うとす るマー リンは岸に佇 んで
海 を眺め る。
無 限の深 さ を持 つ海 の中に永遠 を見 るマ ー リンは,た め ら うこ とな くその
ま まGleamの後 を追 って進 ん で行 こ うとす る。その先に 目ざす 目的地が
あ るわけ ではな く,唯 死 が待 ってい るだけで あ ることが わか ってい なが ら
マー リンの心 は穏やか であ る0こ れは死 後 も引 き続 きGleamの 後 をつ い
て いけ るこ とを信 じて疑わな いか らであ り,魂 の不滅 を信 じる深い信仰 に
根 ざ してい る。
この詩 の約二 ヶ月後に書か れた"CrossingtheBar"はその続 きを歌 っ
た ものだ と言 える。
And so to the land's 
Last limit I came   
And can no longer, 
But die rejoicing, 
      "Merlin and the Gleam", VIII. 15-18
There on the border 
Of boundless ocean 
      Ibid., 22-23
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      CROSSING THE BAR 
Sunset and evening star, 
 And one clear call for me! 
And may there be no moaning of the bar, 
 When I put out to sea, 
But such a tide as moving seems asleep, 
 Too full for sound and foam, 
When that which drew from out the boundless 
     deep 
 Turns again home. 
Twilight and evening bell, 
 And after that the dark! 
And may there be no sadness of farewell, 
 When I embark; 
For tho' from out our bourne of Time and Place 
 The flood may bear me far, 
I hope to see my Pilot face to face 
 When I have crost the bar.
これは1889年にテニソンがソレン ト河を越えてワイ ト島あファ リングフォ
ー ドへ行 った時の実際の船出の光景 を歌 ったものであるが,そ の中に死へ
の旅立 を象徴的に読み とることができる。星が瞬 き始める夕暮れは人生の
終わ りを感 じさせ,そ こに清 らかに響 き渡 る声は天か らの呼び声のように
聞こえる。InMemoriamでは夢の 中で聞かれた呼び出しの声も今は目覚
めた耳にはっきりと届いてくる。自分の死が間近に迫ったことを思 うテニ
ソンは静かな気持ちで死を迎zる 心の準備をする。海に漕 ぎ出 して行 く時
船が砂州に当って軋むことのないように と願 う気持は,死 への旅立に就 く
時に苦痛がないようにと祈 る気持でもある。海に乗 り出して行 くことは彼
の世に向けて旅立つことでもあり,越えなければならないbarは三途の川
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を意 味 して い ると考 え られる。今,目 の前 に広 が る海は眠 ってい るか の よ
うに静 か で音 も波 も立 たない。そ してboundlessdeepから生 まれ 出て き
た魂 はそ の故郷 であ る海へ と帰 ってい く。マー リンの姿 を借 りてbound-
lessoceanの縁に立 ったテニ ソンの魂 は,こ こか ら海に乗 り出 して行 く。
黄 昏の中 に夕 方の鐘が鳴 り,そ の後 は暗闇 となって死後 の世 界へ と続 く。
船 出の時 に別 れの悲 しみが ない よ うに と祈 る気持 には,此 の世 の人 々 との
別 れの時 の悲 しみが少 ないよ うに と祈 る気 持が重 な って いる。時 と空 間 を
越 えた所 に まで波が 自分 を運 び去 ろ うともbarを越 えた後 は水先案 内人 の
顔 を間近 に見 ていた い とい う言葉の裏 には,永 遠 の世 界に八 った後は神 の
顔 をは っ き りと見たい とい う願 いが暗示 されて いる。このPilotについ て
テ ニ ソンは,"ThatDivineandUnseenWhoisalwaysguidingus"10)
と語 って お り,魂 を導 く神 の姿 をPilotに準 えてい る。
船出 と死 との関係 は古 い伝 説の 中に も見 られ,死 者 と船 を結 びつ けるこ
とは昔か らあった ようであるが,テ ニ ソ ンでは特 に海 と神が 強 く結 びつ い
てお り,ユ ン ク的な水 の中での再 生の イ メー ジ よりはその まま神 の懐の 中
に包 まれ て安 らかに眠 りたい気持 ちの方 が勝 ってい るよ うに思 われ る。
死への旅 立 ち を象徴 的 に歌 った例 として,ボ ー ドレール の 「悪 の華」 の
最 後 に 「旅」 とい う詩が ある。現 実世 界の どこへ行 って も救 い を得 られ な
か ったボー ドレールは最後 の拠 り所 として死 を考 え,"お お死 よ,老 船長
よ,時 は来た!錯 を上 げよ う!こ の国に は飽 きた。おお死 よ!船 出 し
よ う!"11)と歌 ってい る。地獄 であ ろ うが 天国 であろ うが構 わず深 淵に飛
び込 んで未知 の新 しい ものを捜 し求め たい と言 うボー ドレー ルは海の 中で
再 生 を期 待 してい る。 ボー ドレール に とって海 は意識の 中の深淵 を象徴 し
て お り,彼 は海 よ りもむ しろ想像力 の中に無 限 を感 じて いる。(鞁 の リズ
ム に したが って,限 りない想い を限 りあ る海 の上 に揺 りなが ら行 く":「旅」
1.7-8)
船 出に死 を象徴 した もの として ボー ドレー ルの詩 を考 えてみたが,ボ ー
ドレールの海 が意識の 中に存在す る混沌 の世 界 として観 念的な意味 を持 っ
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てい るのに対 してテニ ソ ンは実 在 としての海その ものに永遠 を感 じて い る。
都会 を離 れて暮 らす こ との なか った ボー ドレール とは違 ってテ ニ ソンは海
岸の近 くに育 ち,実 際 に海 を見なが ら詩 を作 るこ とが 多か った。 そ して ボ
ー ドレールが 自分 の意 識の 中で海 を見て いる とは逆 に,テ ニ ソンは海の 中
に 自分 の意 識 を引 き入れて いる。
これ までテニ ソンの詩 か ら海 に まつわ る もの を幾つか取 り上げて考 えて
みたが,自 然 をで きるだけ忠実 に描 こうと したテニ ソンは海の描写 におい
て も精緻 を極 めて いる。外在的 自然の風 景 として も海は度 々描 かれ てい る
が,内 面性が加 わ った もの を考 えてみ ると,初 め の うちは海 の美 しさに見
とれて その底 に幻 の国 を空 想で描 き,ま た遙か遠 くに楽 園の島 を夢見 るだ
けであ ったテニ ソンは,現 実の世 界に返 った時,海 の向 うに何か を求め よ
うとす るよ うにな る。 そ してInMemoriamを通 して信 仰の 内に救 い を見
出 した時,海 の永遠 に神 のイ メー ジが重 な って くる。最 後に,海 は魂 の故郷
であ り,生 まれ た所へ 帰 ってい くのだ と信 じて船 出 してい くテニ ソ ンの魂
は安 らか さに満 ちてい る。
テニ ソンが船乗 りのspiritを持 って いたこ とは息子ハ ラムが述べ てお り
(Helovedtheseaasmuchasanysailor,...hefeltinhimselfthespirit
oftheoldNorsemen.)12),またA.Brookeは,テ ニ ソンの海 を愛 す る
気持の 中には海の覇者 であ るイギ リスに対す る愛 国心が込 め られ てお り,
故 国の一部 として海 を愛 して いた と指摘 している13)。テ ニ ソンは例 えば
"TheRevenge"にお いて スペ イ ンに負け まい とす るイ ギ リス人の心 意気
を表わ し,"TheSailorBoy"では,陸 に 止 まるこ とが で きず,何 かに駆 り
立 て られ るよ うに して海 に乗 り出 して行 く英国 人の水夫魂 を描 いてい る。
この よ うな国民的精神 に根 ざした愛 国的な詩の 中にテニ ソ ンの ヴィク ト
リア朝的な社会意 識 を見 る ことが できるが,今 まで検 討 して きた ように,
ロマ ン的魂 を持つ 詩人 としての テニ ソンは海に 自分 の思 いを託 しなが ら内
面化 してゆ き,海 の永遠の 中で魂 の平安 を得 るに至 ったの である。
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